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ABSTRACT
　This study investigated the factors that facilitate improvement in people with selective 
mutism. We carried out a hierarchical cluster analysis using text mining techniques on 35 case 
papers dealing with selective mutism.  Six clusters were found to promote the improvement of 
the disorder.  Of the six clusters, two were psychological factors, and the remaining four were 
considered social factors.  The results indicate that interventions for psychological factors and 
environmental adjustments for social factors are needed to promote improvement in patients 
with selective mutism.  It is also suggested that educational support programs be provided for 
teachers and parents of people with selective mutism.  The results demonstrate the effectiveness 
of a hierarchical cluster analysis to extract new factors for aiding improvement in people with 
disorders in studies employing the psychosocial approach. （Accepted on October 1, 2021）
































































































































































































ID 著者名 年代 論文名 雑誌名 巻号
1 平田 2001 場面緘黙児の発話を促進するカウンセリング過程（1）小学校3年男子の介入例
琉球大学教育学部教育実践
総合センター紀要 9
2 栗原 2002 場面緘黙の少女とのサンドプレイ・セラピィ 駒澤大学心理臨床研究 1
3 大西・根來・岸本・飯田 2002 スクィグル・ゲームと風景構成法を用いたある緘黙児との関わり 日本サイコセラピー学会雑誌 3
4 桜井・桜井 2002 幼稚園において緘黙である幼児に対する治療過程 筑波大学発達臨床心理学研究 14
5 澤田・新川・市原・外山 2002 選択性緘黙を呈する6歳女児の治療過程 筑波大学発達臨床心理学研究 14
6 沢宮・田上 2003 選択性緘黙児に対する援助としてフェイディング法に対人関係ゲームを加えることの意義 カウンセリング研究 36（4）
7 石川・関 2004 安全地帯から抜け出すことの難しさについて─学校緘黙児が交流的スポーツ活動の場で見せた努力と怒り 日本女子体育大学紀要 34
8 佐木・宮本 2004 場面緘黙児M子の幼稚園への適応 岐阜大学教育学・心理学研究紀要 16
9 鈴木 2004 母親を共同治療者にすることを試みた選択性緘黙症男子の1事例 カウンセリング研究 37
10 安永・朝長 2004 場面緘黙児への遊戯療法と母親への平行面接 遊戯療法学研究 3
11 白澤 2005 場面緘黙の女児との遊戯療法過程 九州女子大学紀要人文・社会科学編 41
12 中村 2006 新しい色を作り出すことが好きな場面緘黙女児とのプレイセラピー─枠と色彩の世界から主体性を見出していく過程 別府大学臨床心理研究 2
13 高嶋 2007 選択性緘黙の子どもとの遊戯療法において身体感覚や身体の在り方に着目する意味 心理臨床学研究 25（3）
14 廣瀬・嶋崎 2009 場面緘黙傾向のある幼稚園年中女児の行動療法に基づいた面接過程 発達心理臨床研究 15





2010 選択性緘黙児における介入の般化過程 吉備国際大学臨床心理相談研究所紀要 7
17 小田 2010 遊戯療法により対象恒常性を確立していった場面緘黙女児の面接過程 遊戯療法学研究 9
18 上野 2010 選択性緘黙症男児に対する同一セラピストによる母子並行面接過程─DWウィニコット理論からの検討 心理臨床学研究 28（5）





2011 過度な恥ずかしがりのため特別支援級を勧められたが普通級に入学し適応している6歳例 小児科臨床 64
21 長沼 2011 精神病的母親とその病的投影同一化に巻き込まれた場面緘黙児の精神分析的心理療法
白百合女子大学発達臨床セン
ター紀要 14






24 河野 2012 場面緘黙症児のことば・からだ 愛知淑徳大学論集．心理学部篇 2
25 作井・井上 2012 自発性の向上を目指した場面緘黙児とのプレイセラピー 横浜国立大学大学院教育学研究科教育相談・支援総合センター研究論集 12
26 鷹尾・畔地・丹下 2012 自験例を通してみた場面緘黙に関する一考察 人間文化研究所紀要 17
27 小島・関戸 2013 選択性緘黙の児童に対するコミュニケーションカードを用いたあいさつ等の指導 特殊教育学研究 51（4）
28 丸山 2013 思春期選択性緘黙症事例の心理療法過程における自己イメージの変化 心理臨床学研究 31（5）
29 南方 2013 場面緘黙児の親を介したシステム論的課題設定による改善事例─サイバーコミュニケーションからバーバルコミュニケーションへ─ カウンセリング研究 46（1）
30 細木 2014 スクールカウンセリングにおけるコラージュ制作活動およびリラクセーション活動の有効性について 高知大学教育実践研究 28
31 伊藤・植木田 2014 緘黙児の自己表現の変容に関する一考察：母子分離不安への支援を通して
国立特別支援教育総合研究所
研究紀要 41






34 Okumura & Sonoyama 2015
Voice Volume Feedback and In Vivo Exposure Intervention for a 
High School Student With Selective Mutism
Journal of Special Education 
Research 3

































































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
緘黙者 55 自信 7 理解 5 意識 3 言語 3
心理士 18 体験 7 関わる 4 可能 3 交流 3
母親 12 幼稚園 7 実施 4 家族 3 行動 3
自分 11 話す 6 場面 4 家庭 3 思う 3
不安 10 セッション 5 担任 4 会話 3 自己 3
コミュニケーション 8 関わり 5 有効 4 楽しい 3 自由 3
学校 8 級友 5 遊び 4 緩和 3 集団 3
関係 8 行う 5 用いる 4 強化 3 身体 3
軽減 8 高まる 5 と 3 教諭 3 成長 3
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